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前報に於てシラカバを原料 として,亜硫酸 ソーダ及び硫化 ソーダ混合薬液にて蒸解 して得たパル

プに就て,その機械的性質を検討 したのであるが,金紋的に引張強蜜及び破裂強度に於ては良好な

結果を得たが,引裂強度及び耐擁壁に就てほ相当の強蜜を持ってほ居たが,その目的 とする所より

見れば末だ不満足の感があった｡之は本質的に広葉樹の繊維長が針葉樹のそれに比 し短 く,又広葉

樹は髄線等の微細な柔細胞を比較的多く含む事等に原因があるものと考えられる｡

従って今回は針葉樹材 としてアカマツを選び,前報 と同じぐ高収率にして強度の優れた未晒パル

プを得る事を目的 として,同様な要領及び手段を以て実験を行った｡その結果若干の成果を得たの

でここに報告する次第である｡

実 験 方 法

実験の方法は前報に述べた所 と殆 ど同様であるが,その大要を記すれば,原料のアカマツを鈍に

てデ ノブとなし,蒸解薬品の使用量を16%,21.5%,26.0%の三種 とし,その各々に就て硫化 ソ-

ダと亜硫酸 ソーダの混合比を0-100%の間に変化せ しめて蒸解 した｡蒸解液の組成は第 1表に示す

如 く,又液比は 4.6cc/g とした｡ 蒸解時間は温度上昇を開始 してより30分にて 110oCに到達せ

しめ, 同温度に2時間保持 したる後,25分を要 して 170DCに上昇せ しめ2時間半蒸解 した｡ 蒸解

チップはランペンミルにて砕解 し,バルブシー トを作成 し,収量を測定した｡叩解は小型実験用ビ

-クーで約 50oS-Rに叩解 し,標準法に従い試験紙葉を作成した｡

強度試験 は関係湿蜜65士2%,混変 18士2〇Cに調節した窒内で行い,リグニン及びベ ン トザ :/の

分析定量,脱 リグニンパルプの作成及びその粘度測定は,前報 と同一の方法にて行った0
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Table1. CompositionofCookingLiquor
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結 果 及 び 考 察
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各蒸解 シリーズのパルプ収率, 化学成分,廃液の pH,脱 リグニン試料の粘度等ほ,第 2表に示

Table2･ PulpYiel.d,Chemi calComponents,PH oISpentLiquor

andViscosityofPulp

*Viscositiesofdell'gnifiedsamples preparedby sodium chloritewere measured in

cuprammonium solution･

Notei崇gn:1.nsainniT0;d.'.I 17'162720,0
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されている｡ 硫化 ソーダ率に対するパルプ収率の関係を第 1図に就て見れば,薬液濃度の高い蒸解

Fig.1 Na2SRatio-PulpYield
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Fig.2 Na2SRatio-ChemicalConstituents
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シリーズ程収率,も全体に低い位置を占めているが,硫化 ソ∵ダ率に対 してほ最初の20%'までは収率

は急激に減少するが,20%附近からはその減少の度合は緩やかとfi:り,硫化 ソーダ率が非常に大 と

なれば再び収率の減少が著 しくなって来る｡ 然らばパルプに残存する化学成分は如何なる変化を京

すかを第 2及び 3図に観て見れば,硫化 ソ-ダ率の増加に従ってベン トザ ン残存率は最初少しく減

少するが, 硫化 ソーダ率20%'以上は殆 ど減少せず, 又薬液濃度の差に依 る変化も僅かである｡ 一

方 l)ダニン及び炭水化物の残存率はパJt,プ収率 と略々同様な経過を辿って減少 している｡庸薬液濃

度の低い蒸解 シリー不の残存 リグ-ン率が,硫化 ソ-ダ率が50%以上に大き くなっても減少 しな十､

9は第 4図からも明らかな如 く,チップに対する薬品使用量カ手不足した為である｡即ちチップに対

する硫化 ソ-ダ使用量が 4-14%の範囲内に於てほ,薬液濃度の如何かき拘 らず蒸解に依って_l)ダニ

ンが全 く除去されて居ない事が認められる｡而もその間収率が減少しているのは琴3図に示し如 く,

炭水化物が何 らかの形で溶出除去された為であ り, 廃液の･p斑 と密接な関係がある準に思われる｡

薬液濃度の低い場合,硫化 ソーダ率 0の時原液は硬も酸性 が強いが, 硫化 十 =考卒が黙し増､え

て20%以上 となれば廃液の pHは大体6附近で殆 ど一定 しているO 即ちこの場合は明らか平こ過蒸

解の様相を呈 し,蒸解薬品が消費されたにも拘 らず蒸解が指節された為, リグニンが嘩去されず却

って炭水化物が分解溶出したものと考えられる｡叉薬液濃度の高い場合は,硫化 ソ-ダ率の上昇に
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Fig.4NaョsCharged-PalpProperties

Fig.3Na2SRatio-PulpProperties
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伴い,廃液は酸性 より中性,アルカ リ性へ と変化 しているが,先程の硫化 ソーダ率50%以上に於て

リグニンが急激に減少するのは,廃液の pHがp8-9と言 う比較的高い値を示す事に償っても明ら

かな如 く,蒸解終期にも充分の未消費薬品が存在 し,脱 リグニン作用を進め得た事に依 るものと考

えられ る｡

然 し,斯様な状態で蒸解 して得たパルプを亜塩素酸 ソ-ダで脱 リグニンして作成 した試料に就て

粘度測定 した結果を見ると,硫化 ソ-ダ率 0の場合廃液の酸性は最も強 く,従って繊維素も少しば

か り酸加水分解を起 した如 く粘度も最も低いが,硫化 ソーダ率が少し増 して廃液の pHが中性に近

づけば,粘宴も上昇 し蒸解が相当強いアルカ リ性に於て行われた場合も,僅か低下 している様であ

るが大体一定の粘度をもって居る｡

次に之等のパルプの機械的性質に就て第 3表の結果を基礎 として検討 して見よう｡金紋的に硫化

ソ-ダ率の大なる程,蒸解チップは柔軟性を増 し,ラ-/ペ-/ミルに依 る砕解時間及びビ-クーに依

る叩解簿問が短縮 された｡第 5図は硫化 ソーダ率 と試験紙葉の強蜜との関係を示しているが,r薬液

濃度の高い蒸解 シリ-ズのパルプは何れの強度に於ても高い値を占め,比破裂鹿 と断裂長は良 く似

た傾向の曲線を示している｡

この事実に関 して,前述の硫化ソ-ダ率 と残存 リグニン量 との関係を想起するならば,硫化 ソー

ダ率の増大に従い,最初残存 リグニン量が急激に減少すれば,比破裂度は急激に上昇 し,前者が平
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Table3. MechanicalPropertiesofPulp
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衛に連すれば後者もそれに従い,再び リグニンが減少し始めれば強度も再び増加すると言 う様に,

比破裂変の曲線が残存 リグニン量の曲線 と全 く対称的な逆比例的関係にある事が見出される｡断裂

長の曲線もそれ程特徴的ではないが,略々同様の関係にあると認める事が出来る｡

然 しながら,ILヒ引裂慶に就てほ少しく事情が異 り,硫化 ソーダ率40-6090'の範囲内に於て最高の
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強変を示し,一文薬液濃度の高い程その極大値も明瞭に現れている｡従って比引裂度は, リグ-シ量

に変化あない部分に於て最高値を示し,叉硫化 ソザ 率が増大 して リグニン量が減少すれば̀他の強

度 とは正反対に却って減少す る事等 よ▲り, リグニン以外の他の因子も影響 しているも'のと考えられ

るが∴その一つ として蒸解液の pHをあげ る事が出来 よう｡
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蒸解液が酸性 となった場合は,繊維素等の炭水化物が酸加水分解を受けて侵され る事は,得 られ

たパルプの脱 リグニン試料の粘度測定の結果から推察 し得 るが,反対に蒸解液めpHが著 しくアル

カ リ性の場合も,やは りアルカ里こ依 る繊維素の酸化等を引き起 して僅かながら粘度を低下せ しめ

ている. 従って比引裂慶は織姫素の余 り侵されない様な蒸解液の条件,即ち蒸解廃液の pHがTj著

中性附近になる如き場合,最高の値を示したものと考えられる｡

唯,硫化 ソ-ダ率に対する脱 リグニンパルプの粘度 と比引裂度の曲線が全 く一致 しないのは,慕

解に依 る繊維素の分解作用が繊維の表面に茶 ける不均一反応であ り,更にパルプの叩解に依って生

じるフィブ リルが実際の紙の引裂度に関与すると考えるならば,重量平均 分子量叉は重合度を測定

すヶる粘度に大 きな差がな くても,引裂慶は蒸解液の pH等の他の因子に依って影響を受けた と推定

す る事が可能である｡

パルプ収率 と強度 とゐ関係を図示すれば第 6図の勃 くなるが之 より収率60γ72%の高収率部分に

於 て･,断裂長 6ん7,比破裂度6.ら-7.5にして比引裂度200-300の比較的優秀な強度を持つパルプ
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の存在する事が認められた｡之等の強度的数値は従来のクラフ トくルプのそれに匹敵し特に引裂強

度に於てはそれを凌駕するものも見出される｡

総 括

前報に引続き,亜硫酸 ソ-ダ ･硫化 ソーダ混合薬液に依ってアカマツを蒸解 し,得たパルプに就

てその化学的及び機械的性質を検討した｡その結果,此破裂慶はパルプ中の残存 リグニン量 と全 く

対称的な逆比例的関係を有し,叉断裂長もそれ程特徴的ではないが略々同様の関係がある事を認め

た｡.然しながら,此引裂度は硫化 ソーダ率40-60%の範囲内に於て極大値を示したが,その原因の

一つとして廃液のpH及び脱 リグニンパルプの粘度の測定結果等より,繊維素の余 り侵されない様

な蒸解の条件,即ち蒸解廃液のpHが丁度中性的近になる如き場合,比引裂度に最高値を得たもの

と考えられる｡

叉パルプ収率キ強度 との関係に就ては,収率60-72%の高収率部分に於で,従来のクラフ トミル

を得る事に成功 した｡

Resum冶

TheinvestigationpresentedhereisanattempttoobtairlthehJ'gh yieldandstrong

unbleachedpulp.Japaneseredpine(PinusdensifloraSieb;etZucc.)wascookedinthe

mixedsolutionofsodiumsulphiteandsodiumsulphideunderthesameconditionasthe

previousreport.Itwasfoundthattheburstfactorofsheetrelatedintheinversepro-

portiontotheresiduallignininthepulp,butthetearfactorhadthemax.pointatthe

40-60% Sodiumsulphideratioofthecookingliquor.
1

From theresultsofmeasuringpHofthespentliquorandtheviscosityofthedelig-

nifiedpulp,wefoundthatthetearfactor-wasthehighestvalueatthemoderatecooking

conditioncausingnodegradatim ofcellulose.

Asfortherelationbetweenthepulpyieldandthemechanicalproperties,itisre-

cognizedthatthestrongunbleachedpulpswhichareequaltothechemicalkraftpulpcan

beobtainedatthehigh,,y]'eldrangeof60-72%.
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